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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

(H30-がん対策―一般-001)分担研究報告書 

 

思春期・若年成人(AYA)世代がん患者の包括的ケア提供体制の構築に関する研究 

分担研究課題：AYA支援チームのモデル作成に関する研究 

研究分担者 石田也寸志 愛媛県立中央病院小児医療センター長 

 

研究要旨 本分担研究では、当院 AYAがん患者の実態を検討し、AYA支援チームのモデル作成を

試みることを目的としている。カルテ調査の結果、当院でも毎年 60-100名の AYA世代がん患者

が入院治療されており、これまで支援が十分されていない実態が浮き彫りになった。院内職員へ

の啓発と共に、院内リソースのみでは AYAがん患者への対応は困難なものもあることから地域ネ

ットワークを形成することが不可欠と考えられた。今後当院 AYAがん患者のニーズ把握に努め、

院内のリソースの活用を図ると共に、県内でのネットワーク形成が必要である。 

共同研究者（50音順） 

中瀬浩一（愛媛県立中央病院血液腫瘍科） 

徳田桐子（同小児科） 

武田千津（同がん患者支援） 

山下広恵（同外来化学療法室） 

青儀健二郎（四国がんセンター乳腺外科） 

 

A.研究目的 

がん診療拠点病院の整備要綱の「思春期と

若年成人（Adolescent and Young Adult; AYA）

世代）にあるがん患者については治療、就学、

就労、生殖機能等に関する状況や希望につい

て確認し、必要に応じて、対応できる医療機

関やがん相談支援センターに紹介すること。」

に関して、当院の実態を検討し、AYA 支援チ

ームのモデル作成を試みる。 

 

B.研究方法 

1．院内に AYA世代がん患者の支援ワーキング

グループ（WG）を結成して AYA世代がん患者

の実態を調査する。 

2．当院の AYA世代がんの問題点を調査するた

めスクリーニングシートを作成する。 

3．院内職員向けに AYA世代がんの問題に関す

る啓発活動を行う。 

4．当院を含む愛媛県内のネットワーク形成を

試みる。 

 

C.研究結果 

1．2018年度内に３回 WGを開催した。当院の

AYA世代患者数について調査した。 

・病歴に依頼し、2018年 1月～12月に病名開

始日の AYA世代がん患者数を調査。 

・患者数は 160名、疑いを除外すると 102名、

平均年齢は 32.4歳。 

・診療科別では、血液内科・乳腺内分泌外科

が 17人、脳外科 13人、婦人科 12人、消化器

外科 10人、その他であった。 

・年齢は 35～39歳が多く 48人（47％）であ

り、患者の子供への告知も問題であった。 

2．国立がん研究センターのスクリーニングシ

ートを元に、当院の緩和ケアチームで独自の

シートを作成しており、今後予備調査を行う。 

3．啓発活動：地域連携懇話会とキャンサーボ

ードで AYAがんの問題点を取り上げた。また

WGメンバーに『妊孕性温存ガイドライン』と

『AYA世代がんサポートガイド』を配布した。 

4．四国がんセンター主催で 2019 年 1 月 19

日に ANAクラウンプラザホテル松山『AYA世
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代対応ネットワーク・妊孕性ネットワークセ

ミナー』開催された。 

 

D.考察 

当院でも毎年60-100名のAYA世代がん患者

が入院治療されており、これまでその支援が

十分されていない実態が浮き彫りになった。

厚労省の研究で明らかにされた AYAがん患者

のニーズには、医師以外の職域の理解と連携

が必要となるものも多く、院内リソースのみ

での対応は困難なものもあることが再認識さ

れ、地域ネットワークを形成することが不可

欠と考えられた。 

E.結論 

 当院の AYAがん患者の実態把握に努め、院

内のリソースの活用を図ると共に、県内での

ネットワーク形成が不可欠である。 
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 なし 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得：該当なし 
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